
溶液中の生体高分子の構造物性評価
－溶液散乱測定法の利用－

バイオ

技術の特徴

・食品に関連する生体高分子（タンパク質や多糖など）は、結晶化の困難なものやＮＭＲ解析には
適さない巨大分子である場合が少なくない。

・このような生体高分子の溶液中の分子量、サイズ、分子形態、内部構造などの有効な評価手法
として、光・Ｘ線・中性子の散乱現象を利用した溶液散乱法があげられる。

・生体高分子の溶液中の構造評価は、食品関連分子の機能構造の解明や制御に資するものとし
て重要であり、その評価手法は、農業・食品産業における基盤バイオテクノロジーとして開発する
意義がある。

・生体高分子の解析のための溶液散乱測定装置の高度化開発と利用

研究の内容

生体高分子の解析のための溶液散乱測定装置の高度化開発と利用

・生体膜蛋白質やムチン（糖蛋白質複合体）の共存分子との相互作用形態の評価

・高エネ機構放射光施設の散乱装置
（左写真）の高度化についての共同研
究とその装置の有効利用を農業・食品
関連研究場所唯一の研究グループとし
て推進しています。

バイオ

・このような科学的基盤の明確な測定技術の高度化をしつつその有効利用をすることにより、食品
関連生体高分子の機能構造制御技術や高品質の食品開発・利用に役立つ知見がさらに得られる

今後の展開

参 考

関連生体高分子の機能構造制御技術や高品質の食品開発・利用に役立つ知見がさらに得られる
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